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  ４ 指導計画(○○時間) 

単元構成の工夫･…子供の思いや願い，学びの必要感が主体的な学習や問題解決的な学習の
基盤となる。したがって，このような子供の側に立った学習のスタートから単元を構想す
る際の工夫した点を書く。 

学習活動･学習内容 子供自らの追求に迫る意識 主体的な学びを創る構え 

<第１次> 

〇〇〇〇･･ 

      （〇時間） 

 

 

 

 

 

<第２次> 

〇〇･… 

 (〇時間 本時〇/〇) 

・ 教材の本質にかかわる中で，

実感したり納得したり，また

感動したりする子供の内面を

書く。 

・ 次と次の関連の中で子供の

追求への意識の連続発展が書

かれるとよい。特に，本次の

最終意識が次につながるよう

注意する。 

今年度から，子供たちが自

分に責任をもちながら，自分

の学びを切り拓いたり創り出

したりする方法を研究してい

る。そのための教師の構えを

次の3点から書く。 

【事象とかかわらせる中で】 

【自己や他者とのかかわりから】 

【場の構成から】 

単元全体を通して記述する
ため，次との対応はない。 
文末  ～させる。 
    ～図る。 
    ～したい。など 

 あくまでも一例であり，次構成の記述形式は自由(絵や図など)にするが，項目は取り上げ
てもらいたい。また，指導時間を柔軟に取扱ったり本時をどこに位置付けたりしたかを明確

にしたい。 
  
 ５ 本時案（第○次 ○／○）                ○校時   於○○○(教室以外の場合) 

  (1) 主 眼 指導者が本時の学習を通して身に付けさせたいと考えているねらいを書くよ
うにするもので，具体的な行動目標で記述したい。(例 ～できるようにする。) 

  (2) 学習過程   
学習活動･学習内容 子供自らの追求に迫る意識 主体的な学びを創る支援と評価 

１ 子供の側から考え
た学習活動を記述す

る。     （○分） 
 
 
 
 
 
 
２ 

・ 主体的な学習が展開されるよ

うに支援されるわけだから，そ

の活動で湧き起こると考えられ

る子供の内面を書く。 
・ 活動毎の子供の具体的な意

識やそれが発展していく姿。 
・ わあ，きれいだなあ。早く

作りたいなあ。 

〇 なぜ，このような支援をするの

かその根拠を書く。 
(～のために，～させる。) 

〇 意図的･計画的な形成的な評価

活動により，支援からとらえられ

る場合は  をつけ，過程で発揮

する学力を重視したい。 
（～することにより，～できるよう

にする。） 
 教師の支援として，主発問を書く場合は線で囲む。 

この活動で身に

付けさせたい内

容を書く。した

がって，体言止

になる。 

本次の活動で身に
付けさせたい学習
内容で，枠で囲む。 

次単位で身に付けさせたい
場合はねらいとする。 

 
 
 
 

単元構成の工夫の欄が設定され

ている学校はほとんどない。しか

し，現在，単元を構想する教師の

デザイン力が求められていること

から考えれば，表記の別があって

も，必ず考えたい内容である。 

考えたいのは，ここの項目に何を

もってくるかである。自校の研修の

特色やも とめたいことが書かれる

べきである。 

学習活動と学習内容の区別 

区別がつかない授業者が多い。

活動は書けても内容が書けない

指導者が多い。この活動で何を

学ばせたいのかという問いを常

にもち，明確に「2桁÷1桁の計

算方法」「地域住民の環境意識」

と体言止めで書けること。 

提案１ 「これまでの授業の歩みと今後の指導計画」（仮称） 

教科によっては，２０数時間など学期のほとんどを費やす単元もある。そう いう授業の指

導案の中で，例えば１４時間目を研究授業で公開する場合，それまでの１３時間分も指導

計画で済ませてもいいのかという問題である。あくまで，本時までの時間を事実として記入

したい。 

提案２ 「指導計画と評価計画」（仮称） 

 これまで指導計画だけで済ませていたが，ほとんどの学校で評価の観点（評価規準）や

評価基準を設定してきている。そこで，指導計画という時系列に従い，評価計画もかくべき

であると考える。 

子ども意識の流れを書く意味 

よく 問われることであるが，子ども

の目線で授業を構想するので必

要不可欠である。単元導入時に

学習対象と出会った子どもたち

が，その後どのよう に思考していく

か必然を考えながら想定する授業

ラインである。したがって，想定す

ることにより，教師は「本筋から離

れそう 」とか「離れたが本流に戻り

そう 」などの見極めが可能になり，

次の構想につなげられる。 

支援と評価 

これも よく 問われることである。

まず，指導と支援の違いである

が，大きく 支援の中に指導が含ま

れる考えととらえている。あくまで，

子ども主体の授業を構想すると

き，子ども自らが追究できるよう に

援助するのが支援である。したが

って，知識や技能をしっかり指導

しないと主体的な学びが期待でき

ないと考えれば，しっかりと指導し

なといけない。 

 支援と評価の一体化と言われ久

しいが，本時でこれが機能してい

るか怪しい。評価は支援の根拠で

ある。常に，支援の根拠を重視し

たい。また，一体化を即時的な対

応と考えれば，予め想定した子ど

もの姿により，「～をとらえ，～させ

る。」という 表記もできる。 
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第○学年 ○○タイム(総合の時間)学習案 

指導者 ○○ ○○ 

１ 単元名 

２ 単元設定の理由 

 

 

３ 単元の目標 

 

４ 単元の評価規準 

○ 学習活動への関心・意欲・態度①･･･   ②･･･ 
○ 総合的な思考・判断①･･･   ②･･･ 
○ 学習活動にかかわる技能・表現①･･･   ②･･･ 
○ 総合的な知識・理解①･･･   ②･･･   ③･･･ 
 

 

５ これまでの歩みと学習計画・評価計画(全○○時間)A4×２（見開き） 

評価基準 

学習活動(時間) 子どもの意識の流れ 

 
支 援 

具体的な 
評価規準 
①関心・意欲・態
度 
②思考・判断 
③技能・表現 
④知識・理解 

評価方法 
 

 
A 

 
B 

 
C 

一次 車いす体

験を行なう 。 

（８時間） 

 ①社会福祉協

議会の方から，

車いすの乗り方

を聞き，街で体

験 す る 。 (135

分) 

・乗り方がわかっ

たから，街に出か

けてみたいな。 
・こんな段差でも

通りにくいな。 
・階段はどうすれ

ばいいのかな。 
・通りにくいとこ

ろが多いな。 
・車いすの人の立

場で街を調査して

みたいな。 

・子どもたちが

自ら様々な問題

を見出せるよう

に，事前に，社

会福祉協議会

の方と体験の目

的を打合わせた

り，車いす体験

を行なったりして

活動の具体的な

イメージをつくっ

ておく 。 

 

 

 
 
車いす体験を

進んで行なお

う とする。  

（①） 

 

観察 

 

 
 
 いろ い

ろな所へ

自ら出向

き，気付

きをも つ

ことがで

きる。 

 
 
いろいろ

な 所 で

車 い す

体験をし

ている。 

 
 
車 い す

体験をし

よう と し

ない。 

 

６ 本時案(一次                         全８時間 於○○) 

(１) ねらい 主体的な学びを支援するという立場から，語尾は 
      ｢～できるようにする。｣にする。 
(２) 学習の流れ 

学習活動(分) 
子どもの意識の流れ 支援と評価  

１ 車いすについて，知っていること

カードに書き，発表する。（20分） 
 ・体が不自由な人が使う乗り物だよ。 

 ・手で動かしたり，後ろから押した

りして使うよ。 
 ・おじいちゃんが病院で使ってるよ。 

○ イメージしやすい
よう に車いすの写

真を提示する。 

○ 車いすに対す

る知識や見方の

変容を重視する

ために，･･･。 

 

135分  90分(本時 )  
 

90分  45分  

最近，A3 用紙が学校の輪転機でも印刷が可能

になりました。 

そこで，左のよう な A3 用紙 1 枚の両面(4 ペー

ジ)の学習指導案を考えています。項目は各学校

の特色があると思いますが，是非，５ これまでの

歩みと学習計画・評価計画のよう に，これまで・こ

れからの学習が一望できるレイアウトにしてはどう

でしょう か？ 

指導案を書くときのポイント 

１ 単元を問題発見・問題追究(追求)・自己決定

の過程の３段階（次）で子どもの目線で考えて

構想する。 

２ 問題を自ら発見できる学習対象となってい

るか吟味する。 

３ 次の段階にいく必然が見出せるか。 

４ 単元の流れに確信を得たら，総案と本時案を

往復しながら，全体，書いていく。 
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（２）子どもの事実から方向性を見定め 

「通のいりこのよさを多くの人に伝えよう」  単元構想の変容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業前構想 

１次 
いりこ工場へ見学に行き、そこで働
く人と仲良くなり、いりこ工場がかか
える問題点に気づく 

３次 
問題点をよりよくしていくための
活動に取り組む。 
・いりこがもっと売れるようにするために

いりこのよさを調べ、ＰＲ活動に取り組む。 
・いりこの漁獲量が減っている原因を調べ、

環境問題に関心をもつ。環境問題を改善し

ていくための生活の仕方を考える。  

４次 
 環境問題を改善するための生活の
仕方の紹介や、いりこを消費するＰＲ
を家庭や地域の人に行う。  

授業直前構想 

１次 
通で作られているいりこを食べ、い
りこの味を確認することにより、いり
こに対して関心をもつ。  

２次 
いりこ工場がかかえる問題点を知
り、自分ができることを考える。  

４次 
個別に問題点をよりよくしていく

ための活動に取り組む。  
・いりこがもっと売れるようにするために

いりこのよさを調べ、ＰＲ活動に取り組む。 
・いりこの漁獲量が減っている原因を調べ、

環境問題に関心をもつ。環境問題を改善し

ていくための生活の仕方を考える。  

５次 
 環境問題を改善するための生活の
仕方の紹介や、いりこを消費するＰＲ
を家庭や地域の人に行う。  

２次終了後構想 

３次 
自分が考えた、いりこの消費量を増

やすための作戦を発表し合い、学級全
体での取組を決定する。  

５次 
個別に問題点をよりよくしていく
ための活動に取り組む。 
・いりこがもっと売れるようにするために

いりこのよさを調べ、ＰＲ活動に取り組む。 

６次 
 環境問題を改善するための生活の
仕方の紹介や、いりこを消費するＰＲ
を家庭や地域の人に行う。  

３次 
いりこについて本や見学等によっ
て調べ、いりこの消費量を増やすため
の作戦を考える。 

自分ができること
を考えられない子
どもがいる。 

いりこの漁獲量の減少
に対する興味は弱い。 

４次 
自分が考えた、いりこの消費量を増
やすための作戦を発表し合い、学級全
体での取組を決定する。  

２次 
自分が考えた、問題点を改善するた
めの作戦を発表し合い、学級全体での
取組を決定する。 

○すべての子どもが自
分の考えをもてるように
なるには？ 
○友達ともっとかかわ
り合うようになるには？ 

いわしの水揚げが
なく、工場が動い
ていない。 

単なる教材研究不足（学習対象は目で確認） 

３・4 年複式の子どもたちである。いりこを食べて，いりこに関心をもたせたいの
はよく分かるが，いりこ工場への問題には子ども意識は向かない。「いりこ工場に何
か問題はないかな？」と教師が言うから発表しようかとなることがある。 
では，どうすればよいか。上の 1~2 次で，もっともっと子どもサイドでいりこの
情報を収集させる入力の学習させることである。納得がいくまで調べる「いりこ探
検隊」を結成するのである 

自分の生活とのかかわりから，問題が見つかった時，その問題を自分事として一
気に切実感を増す。そして，その問題も吟味されたものではない。まして，いりこ
の漁獲量の減少で通が危ないなんて思わないし，環境が影響していることも実感が
ない。ここでの教師の思いは，5 年レベルと考えてよい。 
このあとの授業は定かではない。中学年の総合は身近な事象を学習対象にするこ
とである。他人事ではなく自分事として考えるからである。いりこと何度もかわる
中で，いりこにかかわる問題が子どもの側から出てくるものである。つまり，問題
を自分で発見できる力の醸成に力点をおくことが重要である。 

授業のラインとはちがう発言をすることがある。この発言で，指導計画が変更になることも実際ある。曲

げてなるものかと，教師として阻止・死守することもある。しかし，子どもが真剣・本気の目をしておれば，

その意見にみんなで乗かった方が，いい結果が生まれることの方が多い。 


